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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】レンズ体の幅寸法を短くしても従来と同等以上
の光束利用効率を実現することが可能な灯具及びこれを
複数組み合わせて構成される車両用灯具を提供する。
【解決手段】ＬＥＤ光源１２と、前記ＬＥＤ光源から放
射された光が入射するように前記ＬＥＤ光源の前方に配
置されるとともに、前記ＬＥＤ光源から入射する光を集
光するためのレンズ部１４ａ、前記レンズ部を含む表面
１４ｂ、その反対側の裏面１４ｃ、厚み寸法に対し幅寸
法が長い略矩形の出光面としての第１端面１４ｄ及びそ
の反対側の第２端面１４ｅを含む板状のレンズ体と、を
備えた灯具１０。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＬＥＤ光源と、
　前記ＬＥＤ光源から放射された光が入射するように前記ＬＥＤ光源の前方に配置される
とともに、前記ＬＥＤ光源から入射する光を集光するためのレンズ部、前記レンズ部を含
む表面、その反対側の裏面、厚み寸法に対し幅寸法が長い略矩形の出光面としての第１端
面及びその反対側の第２端面を含む板状のレンズ体と、
を備えた灯具において、
　前記レンズ体は、
　前記レンズ部から前記レンズ体内部に導入された光のうち前記ＬＥＤ光源の光軸と前記
第１端面との間を進行する光が入射するように前記ＬＥＤ光源の光軸と前記第１端面との
間に配置された第１全反射面と、
　前記レンズ部から前記レンズ体内部に導入された光のうち前記ＬＥＤ光源の光軸と前記
第２端面との間を進行する光が入射するように前記ＬＥＤ光源の光軸と前記第２端面との
間に配置されるとともに、灯具光軸を境界として一方の側に配置された第１反射領域及び
他方の側に配置された第２反射領域を含む第２全反射面と、
を含んでおり、
　前記第１全反射面は、前記レンズ部から前記レンズ体内部に導入された光のうち当該第
１全反射面に入射する光を、前記第１端面のうち中央領域に向けて直接全反射し、当該中
央領域から灯具光軸に対して平行又は略平行な光線として出射させるための全反射面であ
り、
　前記第２全反射面は、前記レンズ部から前記レンズ体内部に導入された光のうち当該第
２全反射面に入射する光を、前記第２端面に向けて全反射するための全反射面であり、
　前記第２端面は、灯具光軸を境界として一方の側に配置された第１内端面及び当該第１
内端面の外側に配置された第１外端面、並びに、他方の側に配置された第２内端面及び当
該第２内端面の外側に配置された第２外端面を含んでおり、
　前記第１内端面は、前記第１反射領域から入射する光を前記第１外端面に向けて全反射
するための全反射面であり、
　前記第１外端面は、前記第１内端面から入射する光を、前記第１端面のうち前記中央領
域の一方の側に隣接する隣接領域に向けて直接全反射し、当該隣接領域から灯具光軸に対
して平行又は略平行な光線として出射させるための全反射面であり、
　前記第２内端面は、前記第２反射領域から入射する光を前記第２外端面に向けて全反射
するための全反射面であり、
　前記第２外端面は、前記第２内端面から入射する光を、前記第１端面のうち前記中央領
域の他方の側に隣接する隣接領域に向けて直接全反射し、当該隣接領域から灯具光軸に対
して平行又は略平行な光線として出射させるための全反射面であり、
　前記第１全反射面は、その一端縁が前記レンズ体の幅方向に関し前記第１内端面と前記
第１外端面との境界付近まで延びており、かつ、その他端縁が前記レンズ体の幅方向に関
し前記第２内端面と前記第２外端面との境界付近まで延びていることを特徴とする灯具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、灯具に係り、特にＬＥＤ光源と板状のレンズ体とを組み合わせた灯具に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＬＥＤ光源と板状のレンズ体とを組み合わせた灯具が提案されている（例えば特
許文献１参照）。
【０００３】
　図１２～図１４に示すように、特許文献１に記載の灯具２００は、表面２１１、その反
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対側の裏面２１２、厚み寸法に対し幅寸法が長い略矩形の出光面としての第１端面２１３
、その反対側の第２端面２１４、レンズ体２１０内部に導入されたＬＥＤ光源２２０から
の光の光路上に配置された全反射面２１５ａ～２１５ｅ等を含む板状のレンズ体２１０と
、レンズ体２１０の表面２１１に対向して配置されたＬＥＤ光源２２０と、を備えている
。全反射面２１５ａ～２１５ｃは、図１３（Ａ）に示すように、レンズ体２１０内部に導
入されたＬＥＤ光源２２０からの光のうちＬＥＤ光源２２０の光軸ＡＸと第１端面２１３
との間を進行する光Ｒａｙ１が入射するようにＬＥＤ光源２２０の光軸ＡＸと第１端面２
１３との間に配置されている。また、全反射面２１５ｅ、２１５ｄは、図１３（Ｃ）に示
すように、レンズ体２１０内部に導入されたＬＥＤ光源２２０からの光のうちＬＥＤ光源
２２０の光軸ＡＸと第２端面２１４との間を進行する光Ｒａｙ２が入射するようにＬＥＤ
光源２２０の光軸ＡＸと第２端面２１４との間に配置されている。
【０００４】
　上記構成の灯具２００においては、図１４に示すように、レンズ体２１０内部に導入さ
れたＬＥＤ光源２２０からの光のうちＬＥＤ光源２２０の光軸ＡＸと第１端面２１３との
間を進行する光Ｒａｙ１は、全反射面２１５ａ～２１５ｃ等で全反射されて第１端面２１
３（中央領域Ａ１）から出射する。また、レンズ体２１０内部に導入されたＬＥＤ光源２
２０からの光のうちＬＥＤ光源２２０の光軸ＡＸと第２端面２１４との間を進行する光Ｒ
ａｙ２は、全反射面２１５ｄ、２１５ｅ等で全反射されて第１端面２１３（中央領域Ａ１
の両側に隣接する領域Ａ２）から出射する。以上により、第１端面２１３（中央領域Ａ１
及び領域Ａ２）がライン状に発光する線状光源が構成される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第４４５８３５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記構成の灯具２００においては、図１４に示すように、全反射面２１
５ｂ、２１５ｃが当該全反射面２１５ｂ、２１５ｃに入射する光Ｒａｙ１を表面２１１か
ら裏面２１２に貫通した穴Ｈ（を構成する壁面Ｈ１）に向けて全反射し、さらに、貫通穴
Ｈ（を構成する壁面Ｈ１）が全反射面２１５ｂ、２１５ｃから入射する光Ｒａｙ１を第１
端面２１３（中央領域Ａ１）に向けて全反射し、当該第１端面２１３（中央領域Ａ１）か
ら出射させる構成であるため、貫通穴Ｈを形成する部分をレンズ体２１０に確保しなけれ
ばならず、その分、レンズ体２１０の幅寸法Ｗを短くすることができないという問題があ
る。また、単純にレンズ体２１０の幅寸法Ｗを短くすると、その短くした分、第１端面２
１３から出射する光束が減少するという問題もある。
【０００７】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、レンズ体の幅寸法を短くして
も従来と同等以上の光束利用効率を実現することが可能な灯具を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明は、ＬＥＤ光源と、前記ＬＥＤ光源か
ら放射された光が入射するように前記ＬＥＤ光源の前方に配置されるとともに、前記ＬＥ
Ｄ光源から入射する光を集光するためのレンズ部、前記レンズ部を含む表面、その反対側
の裏面、厚み寸法に対し幅寸法が長い略矩形の出光面としての第１端面及びその反対側の
第２端面を含む板状のレンズ体と、を備えた灯具において、前記レンズ体は、前記レンズ
部から前記レンズ体内部に導入された光のうち前記ＬＥＤ光源の光軸と前記第１端面との
間を進行する光が入射するように前記ＬＥＤ光源の光軸と前記第１端面との間に配置され
た第１全反射面と、前記レンズ部から前記レンズ体内部に導入された光のうち前記ＬＥＤ
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光源の光軸と前記第２端面との間を進行する光が入射するように前記ＬＥＤ光源の光軸と
前記第２端面との間に配置されるとともに、灯具光軸を境界として一方の側に配置された
第１反射領域及び他方の側に配置された第２反射領域を含む第２全反射面と、を含んでお
り、前記第１全反射面は、前記レンズ部から前記レンズ体内部に導入された光のうち当該
第１全反射面に入射する光を、前記第１端面のうち中央領域に向けて直接全反射し、当該
中央領域から灯具光軸に対して平行又は略平行な光線として出射させるための全反射面で
あり、前記第２全反射面は、前記レンズ部から前記レンズ体内部に導入された光のうち当
該第２全反射面に入射する光を、前記第２端面に向けて全反射するための全反射面であり
、前記第２端面は、灯具光軸を境界として一方の側に配置された第１内端面及び当該第１
内端面の外側に配置された第１外端面、並びに、他方の側に配置された第２内端面及び当
該第２内端面の外側に配置された第２外端面を含んでおり、前記第１内端面は、前記第１
反射領域から入射する光を前記第１外端面に向けて全反射するための全反射面であり、前
記第１外端面は、前記第１内端面から入射する光を、前記第１端面のうち前記中央領域の
一方の側に隣接する隣接領域に向けて直接全反射し、当該隣接領域から灯具光軸に対して
平行又は略平行な光線として出射させるための全反射面であり、前記第２内端面は、前記
第２反射領域から入射する光を前記第２外端面に向けて全反射するための全反射面であり
、前記第２外端面は、前記第２内端面から入射する光を、前記第１端面のうち前記中央領
域の他方の側に隣接する隣接領域に向けて直接全反射し、当該隣接領域から灯具光軸に対
して平行又は略平行な光線として出射させるための全反射面であり、前記第１全反射面は
、その一端縁が前記レンズ体の幅方向に関し前記第１内端面と前記第１外端面との境界付
近まで延びており、かつ、その他端縁が前記レンズ体の幅方向に関し前記第２内端面と前
記第２外端面との境界付近まで延びていることを特徴とする。
【０００９】
　請求項１に記載の発明によれば、第１全反射面（従来技術の全反射面２１５ａ～２１５
ｃに相当）が当該第１全反射面に入射する光を直接第１端面（中央領域）に向けて全反射
し、当該第１端面（中央領域）から出射させる構成であるため、すなわち、従来の貫通穴
が不要の構成であるため、その貫通穴を形成する部分が不要となる分、レンズ体の幅寸法
を短くすることが可能となる。
【００１０】
　また、請求項１に記載の発明によれば、一端縁がレンズ体の幅方向に関し第１内端面と
第１外端面との境界付近まで延びており、かつ、他端縁がレンズ体の幅方向に関し第２内
端面と第２外端面との境界付近まで延びている幅広の第１全反射面を用いているため、レ
ンズ体の幅寸法を従来技術より短くしても従来技術と同等以上の光束利用効率を実現する
ことが可能な灯具を構成することが可能となる。
【００１１】
　また、請求項１に記載の発明によれば、従来技術と同等以上の光束利用効率を実現しつ
つなおかつレンズ体の幅寸法を従来技術より短くすることが可能であるため、従来技術と
比べて幅寸法が短くレイアウトの自由度が飛躍的に向上したコンパクトな灯具を構成する
ことが可能となる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、レンズ体の幅寸法を短くしても従来と同等以上の光束利用効率を実現
することが可能な灯具を提供することを提供することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本実施形態の灯具１０の斜視図である。
【図２】灯具１０の縦断面図である。
【図３】（ａ）灯具１０の上面図、（ｂ）正面図である。
【図４】第２端面１４ｆが金型の抜き勾配（約３°）に起因して傾斜していることに起因
する問題点を指摘するための図である。
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【図５】図４に示した灯具から照射される光により形成される配光の例である。
【図６】灯具１０から照射される光により形成される配光の例である。
【図７】灯具１０を複数組み合わせて構成した車両用灯具２０の斜視図である。
【図８】車両用灯具２０を表面１４ｂ側から見た図である。
【図９】（ａ）車両用灯具２０を正面から見た図、（ｂ）第１レンズカットＣ１の斜視図
、（ｃ）第２レンズカットＣ２の斜視図である。
【図１０】灯具１０を複数組み合わせて構成した車両用灯具３０の斜視図である。
【図１１】（ａ）車両用灯具３０を正面から見た図、（ｂ）連結部１６近傍の拡大図であ
る。
【図１２】従来の灯具２００の斜視図である。
【図１３】（Ａ）従来の灯具２００の上面図、（Ｂ）図１３（Ａ）のＡ－Ａ断面図、（Ｃ
）図１３（Ａ）のＢ－Ｂ断面図である。
【図１４】ＬＥＤ光源２２０から放射された光の光路を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の一実施形態である灯具について図面を参照しながら説明する。
【００１５】
　本実施形態の灯具１０は、デイタイムランニングランプ又はポジションランプ等として
用いられる灯具である。
【００１６】
　図１、図２、図３（ａ）、図３（ｂ）に示すように、灯具１０は、光源１２、レンズ体
１４等を備えている。
【００１７】
　光源１２は、例えば、白色ＬＥＤ光源である。
【００１８】
　図１、図２に示すように、レンズ体１４は、ＬＥＤ光源１２から放射された光が入射す
るようにＬＥＤ光源１２の前方に配置されるとともに、ＬＥＤ光源１２から入射する光を
集光するためのレンズ部１４ａ、レンズ部１４ａを含む表面１４ｂ、その反対側の裏面１
４ｃ、厚み寸法（例えば、６ｍｍ）に対し幅寸法（例えば、４０ｍｍ）が長い略矩形の出
光面としての第１端面１４ｄ、その反対側の第２端面１４ｅ、レンズ部１４ａからレンズ
体１４内部に導入された光の光路上に配置された第１全反射面１４ｆ及び第２全反射面１
４ｇ等を含む板状のレンズ体である。
【００１９】
　レンズ体１４は、アクリルやポリカーボネイト等の透明樹脂材料を射出成形することで
形成されている。第２端面１４ｅは、レンズ体１４の射出成形に用いられた金型の抜き勾
配（約３°）に起因して傾斜している（図２参照）。図２中上下の矢印は金型の抜き方向
を表している。本実施形態では、レンズ体１４の裏面１４ｃに形成された凹部Ｈ（を構成
する面の一部）が、第１全反射面１４ｆ及び第２全反射面１４ｇとして機能する。
【００２０】
　レンズ部１４ａは、ＬＥＤ光源１２から入射する光を集光してレンズ体１４内部に導入
するためのレンズ部である。レンズ部１４ａは、ＬＥＤ光源１２から放射された光のうち
その光軸ＡＸ１に対して狭角方向の光（例えば、図２中Ｒａｙ１参照）が入射するように
ＬＥＤ光源１２の前方に配置された第１入光面１４ａ１、ＬＥＤ光源１２から放射された
光のうち光軸ＡＸ１に対して広角方向の光（例えば、図２中Ｒａｙ２参照）が入射するよ
うにＬＥＤ光源１２の前方に配置された第２入光面１４ａ２、第２入光面１４ａ２から屈
折してレンズ体１４内部に導入された光が入射するように第２入光面１４ａ２の外側に配
置された全反射面１４ａ３を含んでいる。
【００２１】
　第１入光面１４ａ１は、ＬＥＤ光源１２から放射された光のうち光軸ＡＸ１に対して狭
角方向の光を光軸ＡＸ１寄り（例えば、光軸ＡＸ１に対して平行又は略平行）に集光して
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レンズ体１４内部に導入するためのレンズ面であり、例えば、ＬＥＤ光源１２側に凸のレ
ンズ面である。第２入光面１４ａ２は、ＬＥＤ光源１２から放射された光のうち光軸ＡＸ
１に対して広角方向の光をレンズ体１４内部に導入するためのレンズ面であり、例えば、
第１入光面１４ａ１の周縁からＬＥＤ光源１２側に延びた円筒形状のレンズ面である。全
反射面１４ａ３は、第２入光面１４ａ２から屈折してレンズ体１４内部に導入された光を
光軸ＡＸ１寄り（例えば、光軸ＡＸ１に対して平行又は略平行）に集光するための全反射
面であり、例えば、第２入光面１４ａ２から屈折してレンズ体１４内部に導入された光線
群（図示せず）の延長線の交点（又はその近傍）に焦点が設定された放物線を、光軸ＡＸ
１を回転軸として回転させた回転放物面に相当する全反射面である。
【００２２】
　上記構成のレンズ部１４ａの作用により、ＬＥＤ光源１２から放射された光（例えば、
図２中Ｒａｙ１、Ｒａｙ２参照）は、光軸ＡＸ１に対して平行又は略平行な光線に変換さ
れてレンズ体１４内部に導入される。
【００２３】
　図２、図３（ａ）に示すように、第１全反射面１４ｆは、レンズ部１４ａからレンズ体
１４内部に導入された光のうちＬＥＤ光源１２の光軸ＡＸ１と第１端面１４ｄとの間を進
行する光Ｒａｙ１が入射するようにＬＥＤ光源１２の光軸ＡＸ１と第１端面１４ｄとの間
に配置されている。
【００２４】
　第１全反射面１４ｆは、レンズ部１４ａからレンズ体１４内部に導入された光のうち当
該第１全反射面１４ｆに入射する光Ｒａｙ１を、第１端面１４ｄのうち中央領域１４ｄ１
（図３（ａ）参照）に向けて直接全反射し、当該中央領域１４ｄ１から灯具光軸ＡＸ２に
対して平行又は略平行な光線として出射させるための全反射面であり、例えば、第１端面
１４ｄ側に傾斜した（例えば４５°）平面形状の全反射面である（図２参照）。
【００２５】
　第２全反射面１４ｇは、レンズ部１４ａからレンズ体１４内部に導入された光のうちＬ
ＥＤ光源１２の光軸ＡＸ１と第２端面１４ｅとの間を進行する光Ｒａｙ２が入射するよう
にＬＥＤ光源１２の光軸ＡＸ１と第２端面１４ｅとの間に配置されている。
【００２６】
　第２全反射面１４ｇは、レンズ部１４ａからレンズ体１４内部に導入された光のうち当
該第２全反射面１４ｇに入射する光Ｒａｙ２を、第２端面１４ｅに向けて全反射するため
の全反射面であり、例えば、第２端面１４ｅ側に傾斜した（例えば４５°）平面形状の全
反射面である（図２参照）。第２全反射面１４ｇは、灯具光軸ＡＸ２を境界として一方の
側（図３（ａ）中右側）に配置された第１反射領域１４ｇＲ及び他方の側（図３中左側）
に配置された第２反射領域１４ｇＬを含んでいる。
【００２７】
　図３に示すように、第２端面１４ｅは、灯具光軸ＡＸ２を境界として一方の側（図３（
ａ）中右側）に配置された第１内端面１４ｅ１Ｒ及びその外側に配置された第１外端面１
４ｅ２Ｒ、並びに、他方の側（図３（ａ）中左側）に配置された第２内端面１４ｅ１Ｌ及
びその外側に配置された第２外端面１４ｅ２Ｌを含んでいる。
【００２８】
　第１内端面１４ｅ１Ｒは、第１反射領域１４ｇＲから入射する光Ｒａｙ２を第１外端面
１４ｅ２Ｒに向けて全反射するための全反射面であり、例えば、第１外端面１４ｅ２Ｒ側
に傾斜した（例えば４５°）平面形状の全反射面である。
【００２９】
　第１外端面１４ｅ２Ｒは、第１内端面１４ｅ１Ｒから入射する光を、第１端面１４ｄの
うち中央領域１４ｄ１の一方の側（図３（ａ）中右側）に隣接する隣接領域１４ｄ２Ｒに
向けて直接全反射し、当該隣接領域１４ｄ２Ｒから灯具光軸ＡＸ２に対して平行（又は略
平行）な光線として出射させるための全反射面であり、例えば、第１内端面１４ｅ２Ｒ側
に傾斜した（例えば４５°）平面形状の全反射面である。
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【００３０】
　同様に、第２内端面１４ｅ１Ｌは、第２反射領域１４ｇＬから入射する光Ｒａｙ２を第
２外端面１４ｅ２Ｌに向けて全反射するための全反射面であり、例えば、第２外端面１４
ｅ２Ｌ側に傾斜した（例えば４５°）平面形状の全反射面である。
【００３１】
　第２外端面１４ｅ２Ｌは、第２内端面１４ｅ１Ｌから入射する光を、第１端面１４ｄの
うち中央領域１４ｄ１の他方の側（図３（ａ）中左側）に隣接する隣接領域１４ｄ２Ｌに
向けて直接全反射し、当該隣接領域１４ｄ２Ｌから灯具光軸ＡＸ２に対して平行（又は略
平行）な光線として出射させるための全反射面であり、例えば、第２内端面１４ｅ２Ｌ側
に傾斜した（例えば４５°）平面形状の全反射面である。
【００３２】
　図３に示すように、第１全反射面１４ｆは、その一端縁１４ｆ１がレンズ体１４の幅方
向に関し第１内端面１４ｅ１Ｒと第１外端面１４ｅ２Ｒとの境界付近（図３中三角形の頂
点Ｂ１付近）まで延びており、かつ、その他端縁１４ｆ２がレンズ体１４の幅方向に関し
第２内端面１４ｅ１Ｌと第２外端面１４ｅ２Ｌとの境界付近（図３中三角形の頂点Ｂ２付
近）まで延びる、従来技術と比べて幅広の全反射面とされている。
【００３３】
　上記構成の灯具１０によれば、図２に示すように、レンズ部１４ａからレンズ体１４内
部に導入された光のうちＬＥＤ光源１２の光軸ＡＸ１と第１端面１４ｄとの間を進行する
光Ｒａｙ１は、第１全反射面１４ｆの作用により、第１端面１４ｄのうち中央領域１４ｄ
１（図３（ａ）参照）に向けて直接全反射されて当該中央領域１４ｄ１から灯具光軸ＡＸ
２に対して平行又は略平行な光線Ｒａｙ１として出射する。また、レンズ部１４ａからレ
ンズ体１４内部に導入された光のうちＬＥＤ光源１２の光軸ＡＸ１と第２端面１４ｅとの
間を進行する光Ｒａｙ２は、第２全反射面１４ｇ（第１反射領域１４ｇＲ及び第２反射領
域１４ｇＬ）、第２端面１４ｅ（第１内端面１４ｅ１Ｒ、第１外端面１４ｅ２Ｒ、第２内
端面１４ｅ１Ｌ及び第２外端面１４ｅ２Ｌ）の作用により、第１端面１４ｄのうち中央領
域１４ｄ１の両側に隣接する隣接領域１４ｄ２Ｒ、１４ｄ２Ｌ（図３（ａ）参照）に向け
て全反射されて当該隣接領域１４ｄ２Ｒ、１４ｄ２Ｌから灯具光軸ＡＸ２に対して平行（
又は略平行）な光線Ｒａｙ２として出射する。
【００３４】
　以上により、第１端面１４ｄ（中央領域１４ｄ１及び隣接領域１４ｄ２Ｒ、１４ｄ２Ｌ

）がライン状に発光する線状光源が構成される（図３（ｂ）参照）。
【００３５】
　ところで、図２に示すように、第２端面１４ｅ（第１内端面１４ｅ１Ｒ、第１外端面１
４ｅ２Ｒ、第２内端面１４ｅ１Ｌ及び第２外端面１４ｅ２Ｌ）は、金型の抜き勾配（約３
°）に起因して傾斜している。
【００３６】
　図４に示すように、この傾斜した第１内端面１４ｅ１Ｒ及び第１外端面１４ｅ２Ｒ（並
びに、第２内端面１４ｅ１Ｌ及び第２外端面１４ｅ２Ｌ）で全反射された第２全反射面１
４ｇ（第１反射領域１４ｇＲ及び第２反射領域１４ｇＬ）からの光Ｒａｙ２は、上向き（
約６°上向き）の光となり、その一部が裏面１４ｃに入射し、当該裏面１４ｃで内部反射
されて第１端面１４ｄ（隣接領域１４ｄ２Ｒ、１４ｄ２Ｌ）から、デイタイムランニング
ランプ用配光として光度が求められていない下向き方向に照射されてしまい（図４及び図
５中点線で囲んだ円領域参照）、光束利用効率が低下するという問題がある。
【００３７】
　本実施形態では、第１内端面１４ｅ１Ｒ及び第１外端面１４ｅ２Ｒ（並びに、第２内端
面１４ｅ１Ｌ及び第２外端面１４ｅ２Ｌ）で全反射される光Ｒａｙ２が、レンズ体１４の
裏面１４ｃで内部反射することなく、灯具光軸ＡＸ２に対して平行（又は略平行）な光と
して第１端面１４ｄから直接出射するように、第２全反射面１４ｇ（第１反射領域１４ｇ

Ｒ及び第２反射領域１４ｇＬ）の角度が調整されている。
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【００３８】
　これにより、第１内端面１４ｅ１Ｒ及び第１外端面１４ｅ２Ｒ（並びに、第２内端面１
４ｅ１Ｌ及び第２外端面１４ｅ２Ｌ）で全反射される光Ｒａｙ２が、レンズ体１４の裏面
１４ｃで内部反射することなく第１端面１４ｄから直接出射し、デイタイムランニングラ
ンプ用配光として光度が求められている方向に照射されることとなるため（図２参照）、
明るいデイタイムランニングランプ用配光Ｐ（図６参照）を形成することが可能となる。
すなわち、光束利用効率の高い灯具１０を構成することが可能となる。
【００３９】
　上記のように第２全反射面１４ｇ（第１反射領域１４ｇＲ及び第２反射領域１４ｇＬ）
の角度を調整すると、第１内端面１４ｅ１Ｒ及び第１外端面１４ｅ２Ｒ（並びに、第２内
端面１４ｅ１Ｌ及び第２外端面１４ｅ２Ｌ）で全反射される光Ｒａｙ２の一部が、表面１
４ｂ側から抜け出る恐れがある。これを防止するため、本実施形態では、第２全反射面１
４ｇを裏面１４ｃ側に若干シフトさせた位置に配置している（図２参照）。
【００４０】
　以上説明したように、本実施形態によれば、図３（ａ）に示すように、第１全反射面１
４ｆ（従来技術の全反射面２１５ａ～２１５ｃに相当）が当該第１全反射面１４ｆに入射
する光Ｒａｙ１を直接第１端面１４ｄ（中央領域１４ｄ１）に向けて全反射し、当該第１
端面１４ｄ（中央領域１４ｄ１）から出射させる構成であるため、すなわち、従来の貫通
穴が不要の構成であるため、その貫通穴を形成する部分が不要となる分、レンズ体１４の
幅寸法を短くすることが可能となる。
【００４１】
　また、本実施形態によれば、図３（ａ）に示すように、一端縁１４ｆ１がレンズ体１４
の幅方向に関し第１内端面１４ｅ１Ｒと第１外端面１４ｅ２Ｒとの境界付近（図３中三角
形の頂点Ｂ１付近）まで延びており、かつ、他端縁１４ｆ２がレンズ体１４の幅方向に関
し第２内端面１４ｅ１Ｌと第２外端面１４ｅ２Ｌとの境界付近（図３中三角形の頂点Ｂ２
付近）まで延びている幅広の第１全反射面１４ｆを用いているため、レンズ体１４の幅寸
法を従来技術（例えば、幅寸法：約６０ｍｍ）より短くしても（例えば、幅寸法：約４０
ｍｍ）従来技術と同等以上の光束利用効率を実現することが可能な灯具１０を構成するこ
とが可能となる。
【００４２】
　また、本実施形態によれば、従来技術と同等以上の光束利用効率を実現しつつなおかつ
レンズ体１４の幅寸法を従来技術より短くすることが可能であるため、従来技術と比べて
幅寸法が短くレイアウトの自由度が飛躍的に向上したコンパクトな灯具１０を構成するこ
とが可能となる。
【００４３】
　次に、上記構成の灯具１０を複数組み合わせて構成した車両用灯具２０の例について図
面を参照しながら説明する。
【００４４】
　図７～図９に示すように、車両用灯具２０は、車両前部から側面にかけての範囲に隣接
して配置された複数の灯具１０等を備えている。
【００４５】
　複数の灯具１０の第１端面１４ｄはそれぞれ、車両前部から側面にかけて延びるライン
Ｌに沿って隣接して配置されて全体として車両前部から側面にかけて連続するライン状の
出光面を構成している。
【００４６】
　複数の灯具１０の第１端面１４ｄのうち車両側面寄りに配置された第１端面１４ｄ（図
９（ａ）中符号Ａで示す範囲参照）には、当該第１端面１４ｄから出射する光を第１方向
（例えば、４５°方向）に照射するための第１レンズカットＣ１（図９（ｂ）参照）が施
されている。一方、複数の灯具１０の第１端面１４ｄのうち車両前部寄りに配置された第
１端面１４ｄ（図９（ａ）中符号Ｃで示す範囲参照）には、当該第１端面１４ｄから出射
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する光を第２方向（例えば、８０°方向）に照射するための第２レンズカットＣ２が施さ
れている。
【００４７】
　上記構成の車両用灯具２０によれば、第１及び第２レンズカットＣ１、Ｃ２の作用によ
り、ポジションランプとして光度が求められている第１方向（例えば、車両進行方向に対
して内側４５°）及び第２方向（例えば、車両進行方向に対して外側８０°方向）を照射
することが可能な車両用灯具２０を構成することが可能となる。また、図９中符号Ｂで示
す範囲の第１端面１４ｄから出射する光によりデイタイムランニングランプ用配光Ｐ（図
６参照）を形成することが可能な車両用灯具２０を構成することが可能となる。
【００４８】
　次に、上記構成の灯具１０を複数組み合わせて構成した車両用灯具３０の例について図
面を参照しながら説明する。
【００４９】
　図１０、図１１（ａ）に示すように、車両用灯具３０は、車両前部から側面にかけての
範囲に少なくとも１つの連結部１６を介して隣接して配置された複数の灯具１０等を備え
ている。
【００５０】
　複数の灯具１０の第１端面１４ｄはそれぞれ、車両前部から側面にかけて延びるライン
Ｌに沿って少なくとも１つの連結部１６を介して隣接して配置されて全体として車両前部
から側面にかけて連続するライン状の出光面を構成している。連結部１６は、アクリルや
ポリカーボネイト等の透明樹脂材料を射出成形することで形成されている。
【００５１】
　複数の灯具１０の第２端面１４ｅのうち少なくとも１つの第２端面１４ｅは、当該第２
端面１４ｅで全反射された光の少なくとも一部が連結部１６を透過するように調整されて
いる。図１１（ｂ）は、連結部１６の一方の側（図１１（ｂ）中左側）に隣接して配置さ
れた灯具１０の第１外端面１４ｅ２Ｒ及び他方の側（図１１（ｂ）中右側）に隣接して配
置された灯具１０の第２外端面１４ｅ２Ｌを調整した例である。
【００５２】
　上記構成の車両用灯具３０によれば、上記のように調整された第２端面１４ｅ（第１外
端面１４ｅ２Ｒ及び第２外端面１４ｅ２Ｌ）で全反射された光の少なくとも一部が透過す
ることで連結部１６が発光する車両用灯具３０、すなわち、複数の灯具１０の第１端面１
４ｄ及び連結部１６が切れ目無く連続してライン状に発光する車両用灯具３０を構成する
ことが可能となる。
【００５３】
　次に、変形例について説明する。
【００５４】
　上記実施形態では、灯具１０がデイタイムランニングランプ又はポジションランプであ
る例について説明したが、本発明はこれに限定されない。例えば、灯具１０は、デイタイ
ムランニングランプ又はポジションランプ以外の信号灯、標識灯としても用いることが可
能である。また、車両用灯具としてのみならず、一般的な照明具としても用いることが可
能である。
【００５５】
　上記実施形態はあらゆる点で単なる例示にすぎない。これらの記載によって本発明は限
定的に解釈されるものではない。本発明はその精神または主要な特徴から逸脱することな
く他の様々な形で実施することができる。
【符号の説明】
【００５６】
　１０…灯具、１２…光源、１４…レンズ体、１４ａ…レンズ部、１４ａ１…第１入光面
、１４ａ２…第２入光面、１４ａ３…全反射面、１４ｂ…表面、１４ｃ…裏面、１４ｄ…
第１端面、１４ｄ１…中央領域、１４ｄ２Ｌ…隣接領域、１４ｄ２Ｒ…隣接領域、１４ｅ
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…第２端面、１４ｅ１Ｒ…第１内端面、１４ｅ２Ｒ…第１外端面、１４ｅ１Ｌ…第１内端
面、１４ｅ２Ｌ…第２外端面、１４ｆ…第１全反射面、１４ｇ…第２全反射面、１４ｇＲ

…第１反射領域、１４ｇＬ…第２反射領域、１６…連結部、２０…車両用灯具、３０…車
両用灯具
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